『國民新報』1940年4月14日　
基本禮儀　――青筋を立てる必要なし――[footnoteRef:1] [1:  この文章は一部「わかちがき」がなされている。] 


禮 (れい)儀 (ぎ)正 (ただ)しいといはれることは、誠 (まこと)に美 (うつく)しいことである。禮 (れい)儀 (ぎ)は その人 (ひと)を光 (ひか)らせ、薫 (かお)らせるものである。ことに 公 (こう)衆 (しう)にする儀 (ぎ)に於 (お)いて然 (しか)りである。日 (につ)本 (ぽん)人 (じん)は 禮 (れい)儀 (ぎ)を重 (おも)んずる國 (こく)民 (みん)であるが、知 (し)らぬ人 (ひと)の前 (まへ)では 未 (ま)だ未だ禮 (れい)儀 (ぎ)に敏感 (びんかん)だとはいはれない。
　禮 (れい)儀 (ぎ)の要 (よう)訣 (けつ)は 相 (あい)手 (て)に愛敬 (あいけい)の意 (い)を表 (へう)することであるが、その基 (き)本 (ほん)となるものは『ありがたう』、『どうぞお先 (さき)に』、『濟 (す)みませぬ』で 盡 (つ)きる。しかして、この心持 (こころもち)を 口先 (くちさき)ばかりでなく、顔 (かお)と身體 (からだ)ととをはせて 表 (あら)はすことを誠 (まこと)と名 (な)づけるものである、かゝるけでさへけば、何 (ど)處 (こ)の國 (くに)へ行 (い)つても 禮 (れい)儀 (ぎ)正 (ただ)しい人 (ひと)と敬 (うやま)はれることであらう。
　人 (ひと)から物 (もの)をへばず『ありがたう』といふ言 (ことば)と共 (とも)に お辭 (じ)儀 (ぎ)をする。物 (もの)ばかりではない、一寸 (ちょつと)したことをして貰 (もら)つても感謝 (かんしや)することを忘 (わす)れてはならない。神 (じん)社 (じや)佛 (ぶつ)閣 (かく)の前 (まへ)を 素通 (すどほ)りすることは禮 (れい)儀 (ぎ)でない。必 (かなら)ず相 (そう)當 (とう)の禮 (れい)を 行 (おこな)ふべきである。神 (じん)社 (じや)ならば 拍 (はく)手 (しゆ)鞠 (きく)躬 (きう)、佛 (ぶつ)閣 (かく)ならば、合 (がつ)掌 (せう)すべきである。寺 (じ)院 (いん)などで、上 (うは)衣 (ぎ)を脱 (ぬ)ぎ 煙草 (たばこ)などくはへて、佛像 (ぶつぞう)をくがき誠 (まこと)に 見 (み)苦 (ぐる)しき限 (かぎ)りで、お里 (さと)が知 (し)れると 云 (い)へよう。西 (せい)洋人 (じん)はお葬 (そう)式 (しき)の行 (ぎやう)列 (れつ)にあへば、必 (かなら)ず脱 (だつ)帽 (ぼう)默 (もく)禱 (とう)を するのであるが、つてほしい ものである、共 (けう)同 (どう)墓 (ぼ)地 (ち)などで、自 (じ)分 (ぶん)の親 (した)しきものゝへるのに 人 (ひと)の墓 (はか)を踏 (ふ)んで通 (とほ)るものがある。その氣 (き)が 知 (し)れないではないか。電車 (でんしや)やなんかで、しあひへしあひ、先 (さき)をふざまは 獣 (けだもの)のやうで實 (じつ)に見 (み)苦 (ぐる)しい。如何 (いか)にそんな醜態 (しうたい)を演 (えん)じたとて 五分 (ふん)と時 (じ)間 (かん)が助 (たす)かるものではない。出 (で)口 (ぐち)に近 (ちか)い所 (ところ)にへばりついてゐたり、好 (い)い座 (ざ)席 (せき)を取 (と)らうと 血 (ち)眼 (まなこ)になるなど呆 (あき)れたあさましさである。座 (ざ)席 (せき)を明 (あ)けて置 (お)きながらその前 (まへ)に立 (た)ち塞 (ふさ)がつて 兩 (りやう)手 (て)で二つの吊 (つ)り革 (かわ)にぶらさがつてゐるなど[、]なんと下 (げ)品 (ひん)なことであらう。はたの人 (ひと)の迷惑 (めいわく)にならないやうにと 始 (し)終 (じう)氣 (き)を配 (くば)る人 (ひと)は必 (かなら)ず將 (しやう)來 (らい)人 (ひと)から敬 (うやま)はれる人 (ひと)になるであらう。
　往 (おう)來に痰 (たん)唾 (つば)をいたり、煙草 (たばこ)の吸 (す)ひがらをてたりする紳 (しん)士 (し)態 (てい)のものが 往 (おう)々見 (み)受 (う)けられる。道 (どう)路 (ろ)が自 (じ)分 (ぶん)の家 (うち)のおと 思 (おも)へるやうになることが、それほど難 (むつか)しいことであらうか。道 (みち)に往 (ゆ)きふは凡 (すべ)て我 (わ)が親 (しん)戚 (せき)で 知 (しり)合 (あ)ひだとへないものだらうか。公園 (こうえん)や、山 (やま)の木 (き)や、花が自 (じ)分 (ぶん)の庭 (てい)園 (えん)の物 (もの)のやうに事 (じ)に 思 (おも)はれない程 (ほど)の心 (こころ)の持主 (もちぬし)では情 (なさけ)ない日 (につ)本 (ぽん)人 (じん)と云 (い)はねばならない。況 (ま)してや相 (そう)當 (とう)の教 (けう)育 (いく)を受 (う)け 相 (そう)當 (とう)の身 (み)装 (なり)をしたものにおいておやである。
　まかりつて 人 (ひと)の足 (あし)を履 (ふ)むのそゝつかしさはにもあるものである。さうがみがみ怒 (ど)鳴 (な)るにも 及 (およ)ばないではないか。『すみませぬ』、『いゝえ』程 (てい)度 (ど)で、解 (かい)決 (けつ)の付 (つ)きさうなものを 青筋 (あおすじ)立 (た)てゝ啀 (いが)み合 (あ)ふなど、よくよくのんきな人 (ひと)達 (たち)である。
　ほんの一寸 (ちょっと)の努 (ど)力 (りよく)だ。おに 禮 (れい)儀 (ぎ)を守 (まも)り、お互 (たがひ)に愉 (ゆ)快 (くわい)に世 (よ)を渡 (わた)らうではないか。
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